
- 1 - 

 

            広報 な か わ だ    ２０２５年 ７月 

                   第５３４号    中和田カトリック教会 広報委員会 
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泉 の ほ と り 

フランシスコ 張 瑗鎔神父 

５～６年前、８月に一泊二日の日程で、８人の一行と富士登山をしたことがありました。 

当日台風が富士山を通過するということなので心配だったが、夜から雨が降るという天気予報もあ

り、朝早く登れば雨が降る前までに予約しておいた９合目の山小屋まで行けるというので、登山を始

めました。しかし、昼１２時半頃から雨が降り始め、体力低下でうまく登れない友の面倒を見なが

ら、やっと８合目まで登ったが、結局、一行と離れてしまい私と友は５合目までで降りてバスに乗っ

て帰ろうとしました。でも台風によってバスは運休しました。やむを得ず５合目の休憩室で泊まらな

ければなりませんでした。だがバックパックの中にある着替えも濡れていて、食べ物もなく、休憩室

の椅子にもたれて過ごさなければなりませんでした。眠くてうずくまって寝たが、お腹がすいたので

おきたり、再び少し目をとじたり、一方で寒いので起きるなどを繰り返しました。 

そうするうちに前に読んだことのある申栄福(シンヨンボク)の（１９４１－２０１６）「刑務所から

の思索」という本に出てくる『夏の懲役に服すること』というチャプターを思い出しました。彼は韓

国の陸軍士官学校の経済学教授として在職中だった１９６８年の統一革命党というスパイ操作事件に

関与しているとして不当に２０年間を服役囚として過ごした人物でした。そして、出所後１９８８年

に彼の獄中の手紙をまとめて出版した本が上の「刑務所からの思索」という本であります。一部を引

用すると、「夏に懲役に服することは自分のすぐ隣の人を憎まなければなりません。刑務所の狭い部屋

は人にただ３６．５度の温度のみを感じさせます。これは隣の人の体温で寒さに打ち勝つ冬の懲役に

は良いですが夏には罰中の罰です。自己の最も近くにいる人を憎むという事実。さらに、その憎しみ

の原因がその人の誤った行動に由来したものではなく存在自体からくるという事実は、その不幸を絶

望的なものにします。」これを読んでから３０年も経った本が突然浮かんだのはおそらく私が寒さに震

えながら夜を過ごさなければならなかったからでしょう。私は寒さを経験していたので、暑さのため

に苦しみを受けた彼の痛みに少し共感できたのだろうと思います。 

信仰というのは共感の源である神様に向っていく旅だと言えます。イエス様の生涯は神様のご意志

に完全に共感し、そのみ旨を伝える生活でした。使徒パウロは、共感について次のように述べてい

る。「わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から栄光へ

と、主と同じ姿に造りかえられています（２コリント３，１８）。」我々はそれぞれの顔の覆いを被っ

て生きています。そして、生きていくほど、これは、厚く固くなります。しかし、使徒パウロの言葉

のように顔の覆いを脱げば脱ぐほど、私たちは神様のみ旨に共感することができてきて、共感は共鳴

につながり、キリストの良い香りにされて広がっていくのではないでしょうか。 

  

http://free-illustrations.gatag.net/2014/01/01/020000.html
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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2025 年聖年 希望の巡礼者 

5 月２７日（火）マリアカフェに磯子教会６名の皆様が中和田教会の巡礼に来られました。一時間余

りロザリオの祈りを熱心に捧げられたあとマリアカフェに加わってくださいました。以下代表の本間

郁子様に投稿いただきました。 

 

 皆様こんにちは、磯子教会 本間郁子です。2025 年聖年にあたり公式聖歌【希望の巡礼者】の練習

をする度、巡礼の思いを強め２月の信徒大会地区別懇談会の席で、一年かけて横浜１６教会を巡礼

（聖体訪問）目標にしています。と話したところ、賛同された数名のグループです。 

 ３月１１日第１回鶴見教会からスタートし、月２回火曜日に行っています。中和田教会は６回目にな

ります。最終目的、巡礼指定教会の山手を目指します。思いがけず各教会の信徒の方との交わりをいた

だきながら感謝の巡礼です。 

 中和田教会の印象は穏やかで温かみを感じます。私たちが訪問した５月２７日（火）はマリアカフェ

の日。地域の皆さんとの交流の場を提供され、毎回手作りのケーキと温かい飲み物でおもてなしをさ

れていらっしゃることに感動致しました。 

磯子でも教会活動ではないのですが、十数人が信徒会館台所で月一回まりあ食堂（こども食堂）を

運営しています。教会が地域に根付き温かいおもなしが出来たら素敵な事と思います。是非続けてくだ

さい。 磯子教会へもいらっしゃいませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このお誘いを受けて、6 月１５日（日）の「みんなの会」では、磯子教会への巡礼を相談しました。 

早速、磯子教会へ連絡をしたところ、次の日程で行うことが決まりました。磯子教会には、谷脇神

父様がおられます。谷脇神父様には、中和田教会の建物再建の過程や５０周年記念行事、日野神父様の

病気療養中の教会運営・ミサの差配、日野神父様の病後のケア～神山復生病院への転院まで細かく教

示していただきました。中和田教会の信徒の不安を受け止め、真摯にお世話していただきました。 

感謝申し上げます。その谷脇神父様にもお会い出来ます。皆様お誘いあってご参加ください。 

＜磯子教会への巡礼＞ 

  日 時 ：８月８日（金） 谷脇神父様ミサ １０：００～          （現地集合） 
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委員会便り 

教会委員会議事録 

【１】 はじめの祈り 

 

【２】 張神父様のご挨拶 

第 5 地区の司祭の会に参加し、各教会の状況につ

いて分かち合った。足もだいぶ良くなって司牧活動

ができるようになった。6/23～6/28 まで休暇を取っ

て韓国に帰省する予定。 

 

【３】 今後のミサ、典礼、行事の予定 

 ・６月の初金ミサは14名参加。平日の祝祭日 

ミサは今後の初金ミサの様子を見て決定。 

 ・8/8（金）磯子教会巡礼 ミサ10:00～ 

 ・8/15（金）マリア被昇天ミサ 

（ミサ開始時間、その後の懇親会含め再検討） 

 ・毎月行事の確認 

第１日曜日：典礼委員会、福祉委員会 

第２土曜日：教会委員会10:00～ 

第２日曜日：教会学校、翌月の聖書の読み合わせ 

第３金曜日：入門講座 

第３日曜日：みんなの会。 

7月は、AED講習会を行います。 

第４日曜日：レクチオ・ディビナ  

・講演会（戸塚福祉Gと共催） 

日時：9月21日（日）10;30～ 

講師：小澤竹俊先生 

（めぐみ在宅クリニック） 

テーマ：より良い最後を迎えるために 

    ～介護する側、される側の心のケア～ 

 ・バザーは１０月の予定 

 

【４】 防災グッズの手配について 

 ・5 年間保つ水を 18 本購入。聖堂棟物入れに保管。 

 

【５】 マリア像周辺の整備について 

・自転車の導線を工夫したうえで、周辺を芝生にする。

（武田、井上、柳下の3名で検討） 

 

【６】 各グループより 

〇典礼グループ 

  ・張神父様指摘により、ご聖櫃の安置場所の整備を

行った。（ろうそく、マリア像、十字架の撤去） 

・主日ミサで追悼の祈りは、従来の申込書と合わせ

て、申し込みカードを作成し、申込者が直接また

は総務/典礼委員経由で神父様に説明する。（個別

の名前は読みあげません） 

 

 

 

・聖体授与の臨時奉仕者研修会について 

日時、場所：10/19（日）、11/16（日） 

16:00～大船教会聖堂 

     対象：主任司祭から推薦された信徒 

・「臨終・葬儀の手引き」は構成の検討中。 

・初めて来られた方用の「ミサのしおり」のベトナ

ム語版を7月末目途で計画中。 

・主日ミサの先唱者の位置について、典礼グループ

で検討する。 

 〇財務グループ 

  ・各会計の5月次の報告をしました。 

 〇総務グループ 

  ・緊急連絡先の報告を早くお願いしたい。 

 〇宣教グループ 

  ・入門講座開講：6/6、6/20、7/4、7/11 

受講者２名、担当者 2名、伴走者 1名、張神

父様 

  ・一粒会：10/13に函嶺白百合で一般と子供向けプ

ログラムに分けて行う。 

  ・夏季合宿7/31～8/2函嶺白百合 

        ２～3人参加予定。参加費7,000円の半額は昨

年に引き続き教会から補助。 

〇営繕グループ 

  ・司祭館 2 階のエアコンが作動しない。電気工事

屋さんを手配中。 

  ・聖堂棟は、基本的に朝6:00開錠、夕18:00施錠

を神父様にお願いすることができました。あり

がとうございます。開錠中の事務室の鍵につい

ては今後検討をお願いいたします。 

 

【７】 その他 

・「ラウダート・シ・ゴールズ」の取り組みは、張神

父様と柳下さんでまとめる。 

・AED講習会：7/20(日)ミサ後に実施予定。 

（みんなの会のひとつのテーマとして実施） 

 

【８】 終わりの祈り 

 

～みんなで考えましょう～ 

2024年度の財務実績から、将来の展望について確

認しました。現在、一般会計、建設会計の献金をされ

ている方は約 70％が 70 歳以上です。また、一般会

計、建設会計共に2025年から単年度赤字ベースにな

ります。今後、この状態が続くと建設会計は2038年

から返済不能となります。先送りできない喫緊の課

題です。今後どうしていくか一緒に考えていきまし

ょう。 
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＜典礼コラム＞  「ミサに与る前に（聖書）を読んでいこう」 

 皆様が主日ミサに与る時に「聖書と典礼」の小冊子をお取りになると思いますが、当日の分だけで

なく、次週の分もお持ちになり事前に読んでおくことをお勧めします。７月の予定は次の通りです。 

７月６日 年間第 14 主日     ７月 13 日 年間第 15 主日   ７月 20 日 年間第 16 主日

【１】イザヤ 66・10―14ｃ    【１】申命記 30・10―14    【１】創世記 18・１―10a 

【２】ガラテア 6・14―18    【２】コロサイ１・15―20      【２】コロサイ１・24―28 

【福】ルカ 10・１－12      【福】ルカ 10・25―37     【福】ルカ 10・38―42 

 

７月 27 日 年間第 17 主日   

【１】創世記 18・20―32        

【２】コロサイ 2・12―14     

【福】ルカ 11・１－13           

 

教会学校で お勉強 

教会学校が始まりました。６月は４名のお子様が参加して、 

井上さんのご指導でお勉強しました。 

 この日は、ミサの祭壇で使用される祭器のパテナやカリスの 

名前・使い方などをカードを使って覚えました。お友達と一緒 

なので、楽しく過ごしました。   （次回 ７月１３日） 

 ７/31～８/２の日程で、箱根の「白百合学園」に於いてサマー 

キャンプも行われる予定ですので、是非ご参加ください。 

（後日、お知らせがあります） 

 

教会ごよみ（７月・８月） 

 日 曜   典礼（ミサ）     備考      その他 

  ４ 金 初金ミサ(10:00)  入門講座(10:30) 

  ６ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１４主日 （担当：第２地区） 

 １１ 金   入門講座(10:30) 

７ １２ 土   教会委員会(10:00) 

月 １３ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１５主日 （担当：第３地区） 

 １８ 金   入門講座(10:30) 

 ２０ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１６主日 （担当：第１地区） 

 ２７ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１７主日 （担当：第２地区） 

  １ 金 初金ミサ(未定)   

  ３ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１８主日 （担当：第３地区） 

８ １０ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１９主日 （担当：第１地区） 

月 １５ 金 祭日ミサ（未定） 聖母の被昇天（祭） （担当：全地区） 

 １７ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２０主日 （担当：第２地区） 

 ２４ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２１主日 （担当：第３地区） 

 ３１ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２２主日 （担当：第１地区） 

 


